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１．本町の農業振興地域について
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（１）農業振興地域の指定状況
平成20年8月 変更
「岡山県農業振興地域基本方針」

主体：県 同意：国

指定区域名：早島区域
指定範囲：市街化区域及び流通業務地等

を除いた区域
指定規模：390ha

○指定当時の本町土地利用の区分 単位（ha)

市街化
区域

第一種低層住居専用地域

325

第一種中高層住居専用地域

第一種住居地域

近隣商業地域

準工業地域

工業地域

市街化
調整区域

流通業務地及びゴルフ場 47

農業振興地域 390

町全域 762



１．本町の農業振興地域について

（2）農業振興地域整備計画とは
○ 農業振興地域の指定を受けた市町村は、都道府県知事の同意を得て、農業振興

地域整備計画を定めなければなりません。
○ 農業振興地域整備計画は、優良農地を確保・保全するとともに、農業施策を計

画的かつ集中的に実施するための農業振興の総合的な計画です。
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１．本町の農業振興地域について

（3）農用地利用計画とは
市町村はおおむね10年以上にわたり農業上の利用を確保すべき土地とし
て農用地区域を設定します。また、農用地区域内にある土地の農業上の
用途も区分して定めます。
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※現行基準です

：早島町における該当基準



１．本町の農業振興地域について
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（4）早島町における農用地区域の設定状況

：農業振興地域
：農用地区域

地区名 該当基準 規模

前潟
10ha以上の集団的農用地
※H20設定当時の基準は
20ha以上

70.6ha

矢尾
地域の農業の振興を図る
観点から設定する必要が
ある土地（果樹団地）

0.3ha

合計 70.9ha

平成20年11月 策定
「早島農業振興地域整備計画」

主体：町 同意：県

●農用地利用計画
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２．計画見直しの目的と方針

平成20年の計画策定から約15年が経過した今日

までの間、農業生産基盤整備の遅れ、農業者の高

齢化や後継者不足、米価下落など本町農業を取り

巻く環境は多くの課題に直面し深刻化しています。

（１）計画見直しの目的

より魅力的かつ持続的な本町農業の実現を目指し、現状と

課題に対する農家の皆さまからのご意見・ご提案を踏まえ、

現計画の見直しを行います。
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２．計画見直しの目的と方針

（２）計画見直しの方針
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３．農業生産基盤整備の推進について

※国庫補助事業
【負担割合】

国：50% 
県：5%
町：45%

【補助要件】
農振農用地

R5~R8
L=450m
実施中

（１）農用地区域内の水路整備実績

実施中・実施予定

R6~R7
L=124m
実施予定
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３．農業生産基盤整備の推進について

（２）農用地区域内水路の未整備状況

未整備水路 L=10271m
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（３）農用地区域内水路の今後１０年の整備方針

● 60％の水路が未整備の状態です

● 道路護岸の浸食が進み車両通行に支障が生じています

道路に隣接する水路の整備を優先的に行います

【今後10年の整備方針】

【現状】

整備前 整備後イメージ

３．農業生産基盤整備の推進について
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３．農業生産基盤整備の推進について

（４）今後１０年での整備予定水路

R5~R8
L=450m
実施中

L=460m

L=280m

R6~R7
L=124m
実施予定

今後10年での整備予定
実施中・実施予定
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３．農業生産基盤整備の推進について

（５）⾧期的な水路整備の展望

令和16年度末時点
水路整備状況（見込）

整備済 7325ｍ 43.9％

未整備 9351ｍ 56.0％

未整備水路延⾧（A）＝9351ｍ

年間水路整備延⾧(B)＝200ｍ/年

水路整備完了までの年数（A/B)＝あと47年

「ほ場整備事業」の実施により水路整備が加速します

R6~R7
L=124m
実施予定

R5~R8
L=450m
実施中
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３．農業生産基盤整備の推進について

（６）ほ場整備事業の概要

【農道】

【用水路・排水路】

●ほ場整備事業とは・・・農地の区画整理と農道及び水路整備を総合的、面的に行う事業です

【農地】
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３．農業生産基盤整備の推進について

（７）ほ場整備事業に係る地元負担について

※

※活用する補助事業のメニューや担い手への農地集積による負担軽減策に取り組むことで、
負担金を大幅に減らし、ほぼゼロに近づけることも可能。
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【事業概要】
排水能力の向上を目的に施設の
建て替えを実施。

【期待される効果】
農地の湛水、農業倉庫並びに宅地の
浸水被害が大幅に軽減

【事業主体及び工事期間】
主体：岡山県 工事期間：R7~R11（予定）

【補助要件】
農振農用地区域

【負担割合】
国：50％ 県：30％ 町：20％

（既設） （更新）

1.9㎥/s 6.0㎥/s

（８）汐入川排水機場の更新について

H30.7月豪雨での湛水状況

３．農業生産基盤整備の推進について
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４．水田における「儲かる農業」 の 実現に向けた取組について

（１）主食用米からの作付転換

岡山県地域農業再生
協議会資料より

●米の需給を取り巻く状況
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需要と供給のバランスが崩れると、再び米価が下落するおそれ

経営安定を図るため、作付転換が推奨

国からの支援があります

（１）主食用米からの作付転換
４．水田における「儲かる農業」 の実現に向けた取組について
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（１）主食用米からの作付転換

４．水田における「儲かる農業」 の実現に向けた取組について

●水田活用の直接支払交付金
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（１）主食用米からの作付転換

（参考）令和6年度の水田における麦、大豆、非主食用米等の所得

４．水田における「儲かる農業」 の実現に向けた取組について

●水田活用の直接支払交付金
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４．水田における「儲かる農業」 の実現に向けた取組について

（１）主食用米からの作付転換
●畑地化促進事業
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（１）主食用米からの作付転換
（参考）主食用米と露地野菜の所得比較

４．水田における「儲かる農業」 の実現に向けた取組について
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（参考）全国での畑地化取組事例
（１）主食用米からの作付転換
４．水田における「儲かる農業」 の 実現に向けた取組について



調査対象区域 対象耕作者 回答者 回答率

前潟地区農振農用地区域 139人 93人 67％
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４．水田における「儲かる農業」 の実現に向けた取組について

（２）集落営農組織の設立について

●農用地区域内耕作者の年齢及び後継者の確保状況
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４．水田における「儲かる農業」 の実現に向けた取組について

（２）集落営農組織の設立について

●農機具価格の推移
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４．水田における「儲かる農業」 の実現に向けた取組について

（２）集落営農組織の設立について

高齢化、担い手不足により
耕作放棄地が急増するおそれ

農機具コスト上昇による
農業所得の低下の懸念
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４．水田における「儲かる農業」 の実現に向けた取組について

（２）集落営農組織の設立について

●集落営農のメリット
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４．水田における「儲かる農業」 の実現に向けた取組について

（２）集落営農組織の設立について
●集落営農組織設立の流れ

みんなで話し合うことから始めます。

問題点や将来への不安など、意見を出し合います。

準備委員会ではビジョン作成、具体な経営方針、研修
などを行います。

準備委員会で決めたことを座談会で説明し、集落
全体の合意を得ます。

総会では設立時期、役員体制、営農計画、規約など
の議決を行います。
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４．水田における「儲かる農業」 の実現に向けた取組について
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５．アンケート調査の実施について

●実施概要

調査対象 農用地区域内農地所有者・耕作者（約220名）

調査方法 郵送による配布・回収

発送時期 令和６年４月～５月中（予定）

回答締切 発送後１か月程度

経営規模の拡大意向 後継者の確保状況

今後の基盤整備に
対する意見

「儲かる農業」に
対する意欲・関心

町に求める施策
町へのご提案

お聞きしたい主なこと

これからの農業施策の決定・推進の材料に


